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01 ワークショップ
の�旨��



趣旨説明

ワークショップ４の「問い」
いま改めて「地⽅創⽣」がさけばれる中、

⼤学にはどのような役割が求められているのだろうか。
この分科会では、京都府北部地域等の「⼤学空⽩地」ともいえる⼤学
のない∕少ない地域において、⼤学がいかなる役割を果たすことがで
きるのか、特に域学連携と地域活性化の観点から、京丹後市の「夢ま

ち創り⼤学事業」に関わる⽅々と⼀緒に考えていきます。



京都府内43の大学・短大
のうち、9割以上にあたる
40の大学・短大が京都市*

以南に位置している
*亀岡市含む

出典 京都府・市町村共同統合型地図情報システム［GIS］
https://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/PositionSelect?mid=1

京都府北部の⼤学所在地（主に京都市以北）

地域産業衰退、高齢化、
若者の不在など、北部を
取り巻く課題は複雑化・
深刻化しているが…

https://g-kyoto.gis.pref.kyoto.lg.jp/g-kyoto/PositionSelect?mid=1
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京丹後市政策企画課
⻘⽊�滉⼈�主事

⼀般社団法⼈まちの企画部
井上�健吾�コーディネーター

福知⼭公⽴⼤学地域経営学部
杉岡�秀紀�准教授

⾏政

中間⽀援組織

⼤学

登壇者のご紹介

「⼤学のないまち」で域学連携と地域活性化に関わるみなさま



コーディネーターの
簡単な⾃⼰紹介

野村�実

⼤⾕⼤学社会学部
コミュニティデザイン学科 講師

1990年兵庫県宝塚市⽣まれ、丹波篠⼭市出⾝。
⽴命館⼤学⼤学院社会学研究科 博⼠後期課程修了

博⼠（社会学） 専⾨：地域交通政策、社会学
担当科⽬：地域と経済、コミュニティ形成論、学科の
プロジェクト科⽬「地域交通・買い物アクセスプロジ

ェクト」＠京都府京丹後市∕兵庫県丹波篠⼭市
委員等：兵庫県丹波篠⼭市地域交通会議・会⻑、京都
府⼤⼭崎町地域公共交通会議・会⻑、和歌⼭県地域⽣

活交通確保⽀援事業・アドバイザーなど。



京丹後市での地域交通活性化に
関わる活動とメディア出演



03 �⽇の流れの
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�⽇の流れ

【前半】14:00〜15:00
・ワークショップの�旨��
・��１「�丹���まち�り⼤�とは」
 �丹��政策��� ⻘⽊ 滉�主事
・��２「地域と⼤�の間に立つジレンマ」
 （⼀�）まちの��� 井上 �吾コーディネーター
・��３「『⼤�のないまち』と⼤�との��の��」
 �知��立⼤�地域���� 杉� ����授

 ──休�──
【�半】15:15〜16:30
・ワークショップ①「地域��の理想」
・ワークショップ②「地域��の苦�」
・�括

 ──�了──



導⼊ワーク

⾃⼰紹介
（ご所属・お名前・参加いただいた理由について、
簡単にで結構ですので共有してください！）



04 ワークショップ



ワークのねらい
○お題①地域連携の理想を語ろう！
・成功事例というよりは、⾏政や中間⽀援組織、⼤学それぞれの
⽴場から、現実を知っているからこその「理想」を話してみませ
んか？
・役所も⼤学も、現状ありきで、本当は「こういうことがした
い！」という理想は、意外と語っていないのでは？
○お題②地域連携の苦悩を語ろう！
・理想はあるけど、実際にはこういうハードルがあるよねえ…、
⾃分も〇〇で悩んでいるんだけど…などなど。



ワークショップ①

地域連携の理想



ワークショップ②

地域連携の苦悩


